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第 1章 V.A欠乏時主主於ケル皮膚ノ
機械的刺激感受性ノ装化
第 1節実 験
第 1項実験方法
機械的刺激ヲ以テ表皮ヲ傷害シ， ヨツテ招来スル
反応J、v.Pirquet氏ニヨリ tranmatischeRea司
kfion ト命名セラレ，摩擦，穿刺， 穿孔等ニヨリ
惹起セラルルモ，実験的ニハ Pirquet-Bohrerヲ
使用スノレヲ以テ最良トナスト云フ Moog氏等ノ 
記述ニ随ヒ，余モ本器ヲ用ヒ実験ヲ行ヘリ。即チ試
験前日ラッテ背部ヲ一部抜毛シ置キ，当日共部ニ出
血ヲ見ずノし程度ニ Pirquet-bohrerヲ圧抵シヅツ
廻転シテ，表皮ヲ損傷シ，其刺激症状並ニ損傷部ノ
治癒経過ヲ観察シ，術後局所ニ紅斑，尋麻疹， 7，K庖
ヲ生ゼルモノヲ反応陽性ト見倣セリ。
第 2項実験成績  
対照ラッテニヌド法ヲ実施スノレニ，先ヅ表皮長l]離面
第 2節実 験

第 1項実験方法 

第 2項実験成績 

第 3項実験小括 

第 4章	 V. A欠乏時・ニ於ケノL皮膚ノ
温度ニ対スル感受性ノ菱化

第 1節緒  Eコ

第 2節実 験

第 1項実験方法 

第 2項実験成績 

第 3項実験小括 

ノ¥赤色ヲ帯ビ共度次第二濃厚トナノしそ， 1---2時間後
ニハ褐色トナリ，翌日ハ該所ニ褐色ノ痴皮形成ヲ認、
メタリ。斯カル痴皮ハ 2.-..-3日後ニ剥離シ治癒セリ。
而シテ本試験ニ於テ紅斑，語麻疹，水庖ヲ呈セルモ
ノヲ見ズ。 V ‘ A欠乏潜伏期ニ於テハ，共症状及ビ
経過対照ト差異ヲ認、メずノレモ，不完全 V.A欠乏期 
ニ於テハ術後 2例ニ紅斑ヲ来シ，且ツ表皮剥離面ノ
治癒経過多少延引セリ。而シテ完全 V.A欠乏期ニ
離ニ1]至ルヤ，術後紅斑等ノ形成ヲ見ザルモ，痴皮革
要スル目数延号 iノ傾向著明ニシテ， 1例ニ於テハ皮
膚剥離面ニ痴皮ヲ生ゼズシテ膿庖ヲ形成ス。(第 1表
参照〉
第 3項実験小括
第 1表ニ明戸ナノL如九表皮剥離面ノ治癒経過ハ
V.A欠乏度ニ比例シテ延号 iシ，且ツ膿泊形成ヲ認、
メタルハ， V. A欠乏ハ組織再生力(治癒力〉ノ減
退トナリ，一方細菌ニ対スル感受性ノ克進ヲ示スモ
持本研究ニハ文部省科学研究費ノ;補助ヲ受ケタリ。ままニ記シテ感謝ノ意ヲ表ス。
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第 1表 V. A欠乏時二於ケル機械的刺戟試験
分 類 I 体重平〉均j* 事形麻成疹I 癖皮(時形〉成 I 膿庖形成動物数ICg 紅斑形成 I 形水成庖j 溺没(菊日〉離 I
。対 昭 6 39.5 
V.A欠乏潜伏期 6 53.67 
V.A不完全欠乏期 6 46 2{7itlC3.4
V.A完全欠乏期 6 40.67 
。
4%) 
。
ノナリ。
皮膚刺激症状ヨリ見グバ， V. A欠乏期潜伏期ニ
ノ、何等影響ヲ認、メず;1--モ，不完全 V.A欠乏期ニ於
テハ既ニ術後ニ紅斑形成ヲ認メ皮膚感受性ノ充進セ
ルヲ推量セシムルモ，完全 V.A欠乏期ニ於テハ，
斯カル刺激症状ヲ認、メズ。是レ他ノ実験ノ場合ニモ
然ルガ如ク，恐ラク動物ノ衰弱甚シクシテ，刺激ニ
対スル反応能力ヲ喪失セルニ因ルモノナラント推量
セラ;1.:11.:所ナリ。
第2章 V.A欠乏時エ於ケル皮膚ノ
紫外線感受性ノ変化
第 1節緒 言
光線ノ皮膚ニ対スル感受性ノ"，之ガ吸収セラルル
事ヲ前提トシ，皮膚ニヨリ最モ吸収サレ易キ紫外線
部ニ此作用強度ナルハ明カナ九間シテ紫外線ニ対 
スル皮膚反応度ニ関シテ Busk，~h. Keller，Elli司
nger，Dietrich氏， Guthmann u Nagel両氏或
ノ、高山氏等ノ¥同一個体ニ於テモ，其部位並二時期ニ
ヨル差異ヲ認メ，共差異ノ、局処ノ光線ニ対スル習慣
性，皮麿角質ノ厚サ，更ニ皮膚生活力ノ強弱如何ニ
関スルモノナリト云フ。ビタミント皮膚ノ紫外線感
受性トノ関係ニ関シテハ土屋氏ガ V.Bトノ関係ニ
就キ，其欠乏時ニハ感受性充進ヲ来スモ，動物ノ衰
弱力十、ルト共ニ再ピ低下スノレ事ヲ発表セリ。 V.A
欠乏ラッテハ皮膚J、乾燥シ，角化異常ヲ来ス故紫外
線ニ対スル皮膚感受性ニ移動有ノレ可シト忠考シ次ノ
如キ実験ヲ行ヘリ。
第 2節実 験
第 1項実験方法
余ハグロ{マイエノL氏水銀石英灯ヲ，使用シ共源
過光線(波長 3000A0-4000A 0)及ピ無櫨過光線ぐ波
長 2500A0_:4000A 0)ヲ以テ， 紫外線照射試験ヲ行 
ヘリ。実験ニ当リテハ前日ラッテ背部ヲ抜毛シ置キ
当日此処ニ直径約 1cmノ孔ヲ有スル黒紙ヲ当テ，
此子Lヲ通γ2分， 3分， 5分間紫外線ヲ照射セリ。而
シテ無糖過光線照射エ際シテハ光源、ヨリ皮膚面迄ノ
距離ヲ 5cmトシ，櫨過光線照射ニ於テハ穏過硝子
。 O. 240 2.5 
240。 。 2.67 
240。 。 3.67 
240 。 4.6。(1例形成セズ〉 
面ニ皮膚ヲ密着セシメタリ。
。 
。 
。 
1例(16.67%)
結果判定ハ 24時間後ヲ以テシ，局処ニ反応ナキ
モノ(一)，極メテ軽度ノ発赤アルモノ(土〉発赤
アルモノ(十)，発赤及ピ鱗屑ヲ認、ムルー モノ(十十)，
発赤並ニ腫脹アルモノ(刊-)， 其{也オ姐形成等ヲ認
ムノレモノ CfIt十〉ト表記シ，仮ニ感受性ノ強度ヲ(一〉
ヲ0，C+) ヲ1，C+) ヲ2，C十〉 ヲ 3，CIt十〉 ヲ 4， 
(柵〉ヲ 5ノ数値ヲ以テ示現ス。
第 2項実験成績
対照ニ於テハ穏過光線及ピ無稽過光線共ニ 2分照
射ニ於テ皮膚愛化ヲ来セルモノナキモ， 3分照射ニ
於テハ何レモ発赤ヲ認、ムノレモノアルモ，両者ノ差異
ハ著明ナラズ。 5分照射ニ於テへ紅斑，鱗屑ヲ認
ムルモノ多ク且ツ無積過光線ニ反応強度ナリ。
V. A欠乏潜伏期ニ於テハ対照ニ比シ差異ヲ認メ
ズ。然ルニ不完全 V.A欠乏期ニハ， 2分照射ニ於 
テ既ニ紅斑ヲ認ムルモノアリ， 3分照射ニ於テハ其
大半ニ 5分照射ニ於テベ殆Y ド、全例ニ皮膚斐化ヲ来
セリ。完全 V.A欠乏期ニ到ルヤ， 2分照射ニ於テ
穏過及ピ無穏過光線共ニ極軽度ノ発赤ヲ認、ムルモノ
アリ， 3分照射ニハ皮膚安化ヲ来スモノ相半シ， 5 
分照射ニ於テハ其半数ニ皮膚炎ヲ認ムノレモ，前期ニ
比スレバ反応軽度ナリ。而シテ之等各若手ヲ通ジ無櫨
過光線J、穏過光線ニ比シ反応強度ニシテ，且ツ体重
小ナルラッテハ一般ニ紫外線ニヨル皮膚斐化著明ナ
リ。之等実験ノ概要ヲ表示セバ第 2:表ノ如シ。
第 3項実験小括
第 2表ニ明ナル如グ， V. A欠乏潜伏期ニハ紫
外線ニ対スル感受性対照ニ比シ変化ヲ認、メザルモ，
不完全欠乏期ニ到ルヤ，其充進ヲ認メ，完全欠乏期
ニ於テハ再ピ感受性ノ低下ヲ証明ス。斯グノ如グ，
V. A欠乏動物ノ紫外線ニ対スル感受性ノ密化ノ、，
皮膚構造ノ密化或ハ皮膚生活力ノ高低ハ重要ナル因
子ト見倣サルペキモノナラン。而シテ完全欠乏期ニ
於ケル低下ハ土屋氏ノ V.B欠乏実験ノ際ニモ観ラ
レ前章ニモ述ベシ如グ，動物ガ衰弱ノ;為メ反応力ヲ
失ヅニ因ルモノト推セラノレ。
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第 2表 V.A欠乏時ニ於ケノL皮膚ノ紫外線感受性試験 
2分照射 3分照射 5分照射 
fノ1- 類
動物数件宮司筆受話動物数|体宮司筆受話
穏
過 
光
線
無糖線光過
支す 照 
V. A 欠乏潜伏期 
不完全 V.A欠乏期 
完全 V.A 欠乏期 
対 照 
V.A欠乏潜伏期 
不完全 V.A欠乏期 
完全 V.A欠乏期 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
40.6 
52.4 
44.2 
41.4 
408 
51.6 
44.2 
42.2 
。
。
 
0.4 
0.4 
。
。
 
0.8 
0.6 
第 3章 V.A欠乏時ヨユ於ケル皮膚ノ
レシトゲシ線感受性ノ;棄化
第 1節緒 言
レ線照射ニヨル皮膚愛化ノ実験的研究ニ関シテハ
Barthél~my， Oudin，Darien三氏以来多数ノ研究
報告アりテ，レ線ノ皮膚感受性ハ生物ノ種類或ノ、照
射部位ニヨリ異同アルガ如シ。中泉氏>....Basedow 
氏病ハ感受性大ナリト述べ， Reicher及ピ Lenz 
両氏ハ賛血ノ、放射線感受性ヲ弱メ，充血J、其克進ヲ
来スト云ヒ， Gans氏ノ¥呼吸ノ盛ナル細胞ノ、感受性
大ナりト称ス。要スルニ新陳代謝或ハ生活力ノ異常
ノ¥レ線ニ対スル皮膚感受性ヲ左右スルガ如シ。 
V.A欠乏ラッテハ皮膚ニ退行斐性，角化異常ヲ
来シ，其生活力ニ少ナカラずノレ影響有ルハ推量セラ 
jL-lv所ニシテ，従テレ線ニ対スル感受性モ何等カノ
影響ヲ受グ可シト思考セラルル所ナリ。
第 2節実 験
第 1項実験方法
ニュ ι グランド号レ線発生装置ヲ用ヒ，予メ被実
験動物ノ背部ヲ一部抜毛シ置キ，径約 1cmノ鉛板
子Lヲ通シ余等ガ日常皮膚疾患治療ニ使用スルト同条
件ヲ以テ 1紅斑量ヲ照射セリ。即チ皮膚焦点距離 25 
cmトシ 
(1) 60 KV，3 mA，0.5mm AI-Filter，550y. 
(2) 80 KV，3mA，1.0mm AI-Fi1ter，550y. 
動物数I体重平〉均1 均(g 平感受性
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
41 
50.6 
42.2 
41.8 
41 
53.2 
43 
43 
0.8 
0.8 
1.4 
1.0 
0.8 
1.2 
1.8 
1.2 
40.45 
52.45 
5・ 41.8 
5 41.8 
41.65 
& 
53.85 
42.45 
41.85 
2 
2 
2.4 
1.0 
2.4 
2.6 
2.6 
1.6 
第 2項実験成績
レ線照射ラッテハ最短3週間ノ観察ヲ行ヒ，照射・
後皮膚ニ紅斑ノ出現セルモノヲ(+)記号ヲ以テ記
載ス。対照ニ於テハ，皮膚愛化ヲ認メタルモノナシ。 
但シ 1，2観察期間ノ 3週間ニ達セズ死亡セルモノ
アリ。 V.A欠乏潜伏期ニハ， 80KV照射ニ於テ陽
性 1例ヲ認メシノミナリ。不完全欠乏期ニ於テハ
60 KV，80 KV照射共ニ各 1例陽性ヲ呈セルモ，実
験動物ノ大半ハ観察中次ノ完全欠乏期ニ移行或ハ 3
週間ヲ経過セズ死亡スルモノ多シ。完全欠乏期ニ於
テハ実験動物ノ大半ノ¥観察期間中ニ死亡シ，本期ニ
於ケルレ線ニ対スノレ皮膚感受性ハ不明ナリ。本実験
ノ概要ブ表記セノミ第 3表ノ如シ
第 3項実験小括
レ線照射ノ成績ノ、一定潜伏期ヲ経テ発現スルア以
テ，其観察ニ h 照射後少クトモ 3週間ヲ要スル関係
上，ピタミン欠乏ニ関スノL実験ノ如キモノニ於テハ
詳細ナル観察不能ナリ。余ガ V.A欠乏ラッテニ於
テモ亦，不完全欠乏期以後ニ於テハ観察中死亡スル
モノ多グ，且ツ或ル時期ニ於ケル経過観察中，実験
動物ハ次期ニ移行シ，仮令3週間ノ観察ヲ行プ共厳
密ナル意味ニ於ケノレ或期間中ノ成績トハ認、メ難ク，
ヨツテ本実験ノ結果ヨリ， V. A欠乏ラッテノレ線
ニ対スル感受性ニ就テハ一定ノ結論ヲ得ザルモノナ
リ。
第 3表 V.A欠乏時ニ於ケル皮膚ノレ線照射試験 
分 類
60KV 3mA 0.5mm Al・Filt. 550 y 
動物数(体意均 l局所所見
80 KV 3 mA 0.5mm AI-Fi1t. 550γ 
動物数(体慧均 l局所所見
対 昭 
V.A欠乏潜伏期 
不完全 V.A欠乏期 
完全 V.A欠乏期 
5 
6 
6 
6 
39.4 
53.5 
49.33 
40.5 
2例死亡 
1例死亡 
土 1例，死亡 3例 
死亡 5例 
5 
6 
6 
6 
40.6 
55 
48.67 
40.83 
1例死亡 
+1例，死亡 1例
土 1例，死亡4例
死亡6例
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第 4章 V.A欠乏時ミ於ケル皮膚ノ 
i毘度s対スル感受性ノ変化
第 1節緒 言
皮膚ハ高温叉ノ、低温ノ作用ニヨリ火傷或ハ凍傷ヲ
め来シ，其反応程度ノ寸既ネ作用スル温度ノ如何ニ基グ 
ノ、勿論ナルガ，被刺激局処ノ抵抗力，引イテハ一般
身体ノ:状況ニヨリ影響ヲ受グルハ明白ナリ。 V.A 
欠乏動物ハ栄養障害ヲ来シ，身体抵抗力ノ減弱セノレ
ノ、推量セラルノレ所ニシテ，叉近時火傷ノ治療ニ際
シ，並ニ凍傷ノ予防或ハ治療上ピタミン類ノ補給ヲ 
必要ナリト唱フル者アリ。更ニ Grasmal1n Max.，〆 
Lohr，Sandor，Stephan氏等ヲ始メ数氏ノ¥火傷或
J、凍傷ニ V.Aヲ局処ニ使用シ好結果ヲ挙ゲタルヲ
報告セロ。之等見地ヨリ V.Aト温熱及ピ寒冷トノ
間ニハ少ナカラず、ノL関係アル事ガ推察--1;:ラルノレナ
リ。
第2節実 験
第 1項実験方法
試験前日ラッテ背部ヲ抜毛シ置キ，次J如キ方法
及ピ条件ヲ以テ刺激ヲ加ヘタリ。
膚愛化強度ナルモ，完全欠乏期ニ到ルヤ， 700エ於
テハ僅カ 1例反応陽性二シテ， 800 ニ到リ総テ反応
陽性トナルモ前期ニ比ス、レパ皮膚症状軽度ナリ。本
実験ニ於テ一般ニ体重小ナルモノハ強反応ヲ呈シ，
900以上ニ於テハ各期ヲ通ジ皮麿炎ノ程度略相等
シ。実験ノ概要ヲ表示セバ第4表ノ如シ。
CB)寒冷刺激
対照ニ於テハ，グローノレエチル 5秒噴射ニ於テノ
ミ発赤或ノ、浮腫ヲ認メタリ。
V. A欠乏潜伏期ニ於テハ対照ト差異ヲ認メズ。
不完全欠乏期ニ於テ川既ニ 3秒噴射ニ於テハ実験動 
物ノ大半ニ紅斑ヲ認、メ; 5秒噴射ニ於テハ浮腫或y、 
水泊ヲ来スモノアリ。然ノレニ完全欠乏期ニ到ノレヤ 3
秒、噴ニ陽性ヲ塁スルヲ認メズ，5秒噴射ニ於テ総テ
陽性反応ヲ呈スルモ，前期ニ比スレバ皮膚反応軽度
ナリ。而シテ本実験ニ於テモ一般ニ体重小ナノレモノ
ノ¥斯カノレ刺激ニ対シ強度ニ反応スノレガ如シ。本実験
ノ大要ヲ表示セパ第4表及ピ第 5表ノ如シ。
第 4表 V.A欠乏時ニ於ケ;]"温熱刺戟試験
類 l J体重平[局所(感受;匪動物 
温熱刺激ニへ 400，500，600，70，800，900，900 
|数 i均 Cg)!所見l
以上ノ温熱ヲ各 5秒間作用セシム。夫ニハ試験管中
ニ温水ヲ入レ，重湯煎中ニ置キ，其温度ヲ測定シ， 40
0 
所定温度ニ達スルヤ試験管ヲ取リ出シ共先端小部ヲ
残シ，加温セノレ布ニテ包ミ可及的其冷却ヲ防ギ露出
セル先端部ヲラッテ皮膚ニ中等度ノ手圧ヲ以テ密着
セシメタリ。而シテ試験管中ノ温湯ノ温度ヲ試験後 50
0 
測定スルニ殆シド安化ヲ認メズ。
寒冷刺激トシテλ抜毛セノレラッテ背部ニ径 lcm
ノ円孔ヲ有スノレ厚紙ヲ置キ， コノ孔中ニグロ{ルエ
、，日、召対
V. A欠乏潜伏期 
不完全 V.A欠乏期 
完全 V.A欠乏期 
対 照 
V. A欠乏潜伏期 
不完全 V.A欠乏期 
完全 V.A欠乏期 
対 照 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
39.2 陽性0
59.6 陽性 0
44.4陽性0
37.6 陽性0
55.81IWMel:0 
40.6 陽性 0
39 陽性 0
41.8 陽性 0
。。。。
。。。。
。。
。

平均
0.2 
5 59.2V. A欠乏潜伏期 陽性0チル噴射ヲ約 20cmノ距離ヨリ各 2秒， 3秒， 5秒 600 
5 46.6不完全 V.A欠乏期 陽性 1 
作用セシメタリ。
4 完全 V.A欠乏期 5 41.4 陽性0
第 2噴実験成績
対 照刺激ニヨリ招来セル皮膚反応ノ、無反応:C一)，軽
V. A欠乏潜伏期度発赤(土)，発赤C+)，発赤浮腫(+十)， 水路ヲ生 700 
不完全 V.A欠乏期 
ゼルモア C-tt十)，之ニ加フルニ廊皮及ピ出血アノレモノ
完全 V.A欠乏期 
ヲ(社社〉記号ヲ以テ表シ， 温度ニ対スル感受性ノ強
支す 昭サヲ示スニ， (ー 〉ヲ 0，(土)1，(十)2，C十十)3， 
V. A欠乏潜伏期(冊)4，C柵)5ノノ如グ数値ヲ以テ現セ E。 800 
不完全 V.A欠乏期CA)温熱刺激
対照ニテハ， 700以下ニ於テハ類、反応ニニ終リ 900
|完全 V.A欠乏期 
対 昭及ピ 900以上ニ於テハ反応甚〆強シ。 
v.A欠乏潜伏期V.A欠乏潜伏期ニ於テハ対照ニ比シ差異ヲ認、メ 900 
不完全 V.A欠乏期ザノレモ，不完全欠乏期ニハ既ニ 700 ニ於テ反応陽性
完全 V.A欠乏期ヲ呈スルモノ多ク， 800以上子於テハ前期ニ比シ皮
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
40.2陽性 1 。0.2 58 陽性 0
43.2 
39.6 
40.2 
60 
43.2 
40.4 
陽性 4 1.6 
陽性2 0.6 
陽性 5 
一
2.4 
陽性 5 2.2 
陽性 5 3.2 
陽性 5 2.6 
40.61陽性 5 3.8 
60.4 陽性 5 3.6 
46.2 陽性 5 4.2 
39 陽性 5 3.8 
0 
0 
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陽性51 4.2 
陽性51 4.2 
第 5表 V. A欠乏時ニ於ケノL寒冷刺戟試験
900 
以
上
対 照 
V.A欠乏潜伏期 
不完全 V.A欠乏期 
完全 V. A欠乏期 
5 
5 
5 
5 
39.8 
61.6 
49.6 
、40
類 |動物l 局所芦毘体重平l数 l均 (g)所見
対 昭 5 
20 V.A欠乏潜伏期 5 60 Ir~'rtj:: O 
射噴 47.41~lr4: 1 
完全 V.A欠乏期 5 
不完全 V.A欠乏期 5 
40.41~1[tj:: 0 
対 昭 5 
30 V.A欠乏潜伏期 5 58 II~ÆH4: 1 
射噴 5 45.8 :1~~M4: 3 
完全 V.A欠乏期 
不完全 V.A欠乏期 
41.2 i~'~4: 1 
対 照I5 
5 
41.8 陽性 5 
50 5 57.6V. A欠乏潜伏期 陽性 5 
射噴 5 48.4不完全 V.A欠乏期 陽性 5 
完全 V.A欠乏期 5 39.231陽性 5 
守
陽性51 4.4 
性 51 4.2 
0 
0.2第 3項実験小括
第4表及ピ第5表ニ明カナル如ク， V. A 欠乏ラ
ッテノ温度ニ対スノL感受性へ欠乏潜伏期ニ於テハ
菱化ヲ認、メザルモ，不完全欠乏期ニ著明ナル充進ヲ
証明シ，完全欠乏期ニ到J1.ヤ再ピ感受性ノ低下ヲ認、
メタ九憶フニ，不完全欠乏期ニ於テハ新陳代謝異
常，身体衰弱，皮膚生活力低下ヲ来シ，従ツテ外来
刺激二対シ，生体ノ抵抗力ノ減退トナリ，斯グ強反
応ヲ呈ス可ク，然ルニ生体生活力甚ダ浸害セラレタ
ル完全欠乏期ニハ，皮膚生活力不活発トナリ，斯ル
刺激ニ容易ニ反応シ得ずノLニ到;t..モノナノLベシ。 
日。
 0 0.2 
1.2 
2.2 
1.8 
(文献ハ第 3編ノ終ジニ一括掲載ス〉。
0.2 
3.2 
2.2 
